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田植機利用による水稲の移植方式に関する研究

第2報 稚吉移植稲の分けつ発生とその有効化について

佐 藤 昭 介・ 及 川 俊 昭

(官 城 県農 詢

1ま え が き

最近,日植機の開発改良研究が進み実用化の段階に達

した機械も出現しはじめた。土付苗田植機利用による稚

苗移植稲の生育相を把握するため,田植時期をかえて,

分けつ発生とその有効化について1967年に調査したので

その結果の概要を報告する。

2試 験 方 法

1 供試条件

2 供試品種 :フ ジミノリ・ササ‐シキ

3 育苗 :稚苗;箱当り 250′ 播,電熱育苗器使用,

保折;″当 り 100′ 播,普通催芽播種

供  試  条  件

第 1表  生 育 お

4.施肥量 :稚苗;α 当 りP205,K20そ れぞれ610

′,N追肥 4月 25日植区は肥切れ状態を呈したの

で7月 4日 にα当り150′ を施用。 保折; P,05
570′ , K30490′ , N追肥 126′をそれそれ幼

穂形成期に施用。

5.田植方法 :稚百;ダイキンT P20型動力苗播機で

苗紐を切断し, 1株苗数 4～ 6本の株を選んで手植

えした。保折;苗生育調査の結果に基づき業数を揃

えて植えた。

6.試験規模 :1区 5″, 2回反復

3 試験結果および考察

稚苗移植稲の主稗出葉は保温折衷苗の普通移植締と同

じ播種時期で早植の場合は大体同じペースで出葉す る

が,主揮業数が 1～ 15葉減少し,出穂期が 4～ 5日 早

まる。播種および田植えの時期がおくれると,その分だけ

主稗の出葉がおくれて経過し,出穂がおくれ主稗業数も

減少する。この傾向は主稗葉数の減少割合よりも出穂の

おくれが大きい。保温折衷苗と同じ時期に植えた場合は

3葉おくれぐらいのペースで出葉して行くが,主澤業数

は 2葉程度の減少に止まり,出穂が10日 内外おくれる。

分けつ発生とその有効化の状況を次位節位別分けつの

よび 収 穫 物 調 査

苗  別 播 種 田 植 栽 植 様 式
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第 1図 田植時期による分けつ発生とその有効化

発生率と発生茎の有効化率との関係から分類し,さ らに

分l■つの平均発生日によって配列したものが第 1図であ

る。保温折衷苗による普通移植稲は本田において活着後

に発生した4,5,6,7号 分けつが基幹分けつであ

る。これに比し稚苗移植稲は低節位の 1次分けつが主体

である。この主体となる分けつの発生蒔頚は主稗出葉期

と同様に田植時期が早いほと早く発生し,その有効化率

も高くなっている。日植時jtJが おくれるに従い主稗の出

葉がおくれるため分けつ発生も時期的におくれ発生節位

も低節位に止まり,分けつ発生率および有効化率が低下

する。しかし,保温折哀南と同じ時期にllBえた場合でも

主体となる分l■つの発生は保温折衷苗の普通移植稲と同

じ時期であり,有効化率も高い。 1号分けつは分けつ発

生時の温度の関係で早植はど発生と有効化率が低下する

ので,強勢な分けつは2, 3, 4号分けつとなり,それ

以降は逐次発生および有効化率を低下している。

さらに,節位分けつの収量構成に対する貢献度をみる

ため,分けつ発生節位別の平均 1穂重と有効茎発生率と

の積で生産能力を算出し比較したものが第 2図である。

稚苗移植稲は 1株苗数が多い関係上,主稗の生産能力が

第 2図 分けつ節位別生産能力百分率の比較

大きく,30%内外を占めている。これは穂数型のササニ

シキよりも穂重型のフジヾノリにおいて顕著である。 1

号分けつは早植ほど有効茎発生率が低いため生産能力が

低下している。生産能力からみた収量構成は主稗と発生

率および有効化率の高い2, 3, 4号分けつが主体であ

る。これらのことから,稚苗移植稲は普通移植稲と直播

稲の中間的な生育相を示すとみることができる。

4む  す  び

稚苗移植稲の穂数確保は主稗を含めて2, 3, 4号分

けつを基幹として 1号および 5号分けつに一部依存すれ

ば,穂重型のフジミノリで 3～ 4倍,穂数型のササニシ

キで4～ 5倍を期待できる。また,日植時期が早いはど

穂数確保が容易で, 1穂穎花数も多く収量的にも有利で

ある。

しかし,日植時期がおくれるほど1穂顆花数の減少お

よび登熟歩合の低下による穂相の劣悪化が目立つ。稚苗

移植稲の収量水準の安定向上は穂の質的・量的な劣悪化

の防止策確立であり,今後の課題であると考えられる。
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